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F地球文明の未来中歓w.ザックス者)
訳者・川村久美子氏に聞く

人文ネットワークは、読者・著訳者・編集者、さらにでき
れば書店・印刷所の方々とも連携して、我が国の大文

書出版の現実、すなわち、単なる利便性や拙速性や

広範性のみに腐心する本づくりの現状を批判し、その

現実を改革しようという会です。私たちは、人文書が構

想され制作され流通する現実的プロセスの全体を視

野に収めつつ、特に制作プロセス、本づくりの現場に注

目しながら一一つまり我が国の出版の社会的現実にお

ける個々の人文書の具体的生産現場と切り離すことな

く―一、定期的な読害会を通して一冊の人文書を読

解します。それは、人文書の内容の読解と、その社会

的な現実存在の理解との連結です。当ネットワークは、

本づくりのためにではなく、自らの本づくりのあり方を考え

改革するために、まずは著訳者と編集者という当事者

同士が出会う場として設定されました。私たちはこの作

業を通して新たな現実的知性の発見を目指します。こ

のニューズレターはこうした私たちの活動の一部をご紹

介させて頂くものです。

れには強い情緒的反応が伴います。肯定的で

あったり否定的であったり、否定を通り越し

て拒絶的であつたりと読者の反応も様々です。

驚くべきは、その後に必ずといつてよじWまど

議論が巻き起こることです。良書とは著者と

読者、読者どうしの対話を生み出すものでは

ないでしょう力、

Ⅲところで、研究者としての川村先生の使命は?

川村 環境分野の研究に手を染めるようにな

ってわかつたことですが、今では専門という

棲み分けは以前ほど灘 あるいは重要ではあ

りません。自然科学、社会科学、人文科学を

横断して議論を展開しなければ環境問題など

端から捉えることはできませ札 ― は専

門領域を越えて関心を広げ、必要とあらば専

門外の議論にも踏み込んでいく必要がありま

す。研究者はさらに学界という閉鎖空間に安

住するのではなく、企業や行政、市民とも強

く連携する必要があります。そうした新たな

研究者像をザックスが体現しています。研究

対象の社会や自然を外側から客観的に観祭し、

客観的な知識を打ち立てていけばよいという

ものではないと思います。
(インタビューン/文責:新評論編集紙 '03.5.6)

▼訳者から腕者へのメッセージ

Ⅲw.ザックスの手法1表現代文明の在り方と私た

ち個人の在り方を同一線上で捉えようとするもの

ですおヽ その議論のポイント、焦点はどのように設

定されているのですか?

川村 地 球生態系は危機的状況にありますが、

ザックスはその原因を近代文明の在り方 (モ

ノの豊かさこそ幸福の源泉と信じ、経済成長

を目指して幕進し続けること)に 求めていま

す。だからこそ彼は、文明の抜本的な改革が

必要だというのです。先進国の環境政策は資

源効率を高める環境技術の開発ばかりに眼を

向けている点で不十分です。ザックスはさら

に、物質文明の改革に必要なのは個人の生活

の見直しだと述べています。私たち
一人一人

が、限られたモノから最大眼の幸福を生み出

す能力を回復し、日常的実践を通してその土

地、その土地にあつた 「ほどほどによい生活」

を再建することが大切だと言います。そうし

た努力の集積が惑星大の問題を解決するだろ

うと考えているわけです。

Ⅲ個 人々の努力で文明が変わるのですか?

川村 資 源消費量90%削 減が目標ですが、モ

ノやエネルギーの利用を十分の一に切り詰め

た耐乏生活を送れというのでは誰一人ういて

こないでしょう。要は、個々人の努力に加え

て、努力を結果に結びうけるシステムを作る

ことです。たとえば製品販売に代えてサービ

ス販売 (リース・レンタル ・共同所有)を 主
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義論と実践の書
体とした経済を構築することで、利便性を維

持しながら資源使用量を落とすことができま

す。個人のちょっとした我限が大きな結果に

つながります。もちろん企業だけではそうし

たシステムの開発や普及は難しく、利用者や

行政の積極的参画が必要になります。こうし

て個人の努力がそれに共鳴するシステムに出

会い増幅したときに文明は変わるでしょう。

Ⅲザックスの議論には賛否両論がありますが、むし

ろ議論を深めることの重要性を彼は説いています。

その意味は?

川村 ザ ックスは、文化の多様性の維持こそ

大切だとしています。それは物質文明と強く

結びついた西洋製の普遍主義が世界に蔓延す

るなかで、物質文明の価値に染まらない文化

にこそ文明再生の知恵があると考えるからで

す。それは生物多能性が人類にとつて可能性

の宝庫であるのと同様です。西洋思想は 「普

遍性」を語ることで議論自体を封じ込めてき

たところがあります。多様な文化的視点を尊

重し、議論を尽くして意見の調整を図ること

は、今後これまで以上に重要になるはずで先

Ⅲ本書に対する読者の反応はいかがですか?

川村 読 者はす様にある種のショックを受け

るようです。本書は 「北」による自己分析、

自己批判の著ともいえるわけですが、自分の

姿は自分ではなかなか見えないものです。私

自身、本書を読んで開眼の思いがしました。

これまで何気なく繰り返してきた日々 の生活、

何の疑問も抱かずに持ち続けた価値観につい

て再考せざるをえなくなりました。当然、そ

麟 文明の未来申;麟 研姿のシナリオ塩佐ちの封剣 W.ザックス/サ1肘矩 ・村拒 子 訳

効率から充足へも開発神話に基づくハイテク環境保全を鋭く批判し、先進国の消費活動自体を

問い直す社会的創造力へ向けた文明変革の書。A5土製・324頁 輯基 3360円 `新翻
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川村久美子氏 (武蔵工業大学環椀情報学部)



座談会/『地球文明の未来学 蠣緊書ゴ
焼
』を読む

2003年 4月 19日 、早稲田大学人総研分室に

おいて、訳者の川村久美子氏をはじめ、竹中宏

子 (お茶の水女子大学大学院人間文化研究所)、桑田

謹彰、土屋進、白石嘉治、出口雅敏が参集。議

論は、新植民地的関係の見直しから、制度のデ

ザインと個人のライフスタイ′吹 あるいは日常

的抵抗の可能性にまで及んだ。以下、各人の発

言の要旨を記す。磁 出口)

鶏 盛 橘 耕 鮎 雀 推 せt露 ?

ザックスのこの本は示唆に富んでいます。私

たち人類の社会発展の道のりが
一つではない

こと、いくつもの道があり、その複数の可能

性を模索してゆく作業の大切さが、説得的に

議論されているからです。ただし、ザックス

は自覚的だと思われますが、こうした模索的

作業の多くが依然として、西欧の側や北側か

ら提出されている状況を私たちがどう受け止

めるかについては、さらに議論の継続が必

要です。

またザンクスの提案の一つに、地域単位で

の政治経済的 ・文化的な枠組み作りがありま

すが、今日のグローバリゼーション下で浮上

した 「地域」や 「ローカノL/jといった概念を

どう把握してゆくか?議論の余地も残ります。

0地 域主義、多文化主義、消費社会の工面性

出ロ ザ ックスの提案の一つに、地域や文化

の多様性の回復があります。しかしそれは、

従来の地域主義的、多文化主義的な社会像と

どう異なるのでしょうか?す 0二 説 らの

社会像についての批判もあり、今日において、

いまだ留保付き提案に留まります。地域や文

化の多様性の回復に託された肯定的側面と同

時に、その否定的側面をも視野に入れた議論

を継続することで、ザックスの提案を、より説

得力を持つ提案に作り変えられるはずです。

また、本書のような議論が、私たちの社会

でどのように受容される力村こついても、問題

化してゆく必要があります。私たちの高度な

消費社会では、ザックスの提案する 「シンプ

ル ・ライフ」さえ商品化されてしまう懸念が

あるからです。

球本書の議論をより深めるために
・・…,人文 ・社会科学と自然科学をつなぐ本・……

◆R日間の君店トリアルタイム世界の相脳底沢岡社会の

行方』(ポール・ヴィリ)オ著 土屋進訳 新評論
'03

2520円 )仮想空間が実体化する物理的根拠に追り、
噺 しい知覚空間」への権力の介入や現代人の肉体
および意識の変容を鋭く捉え帥 思想乱
◆階 は今どうなっているの?』 (池内了著 晶文

社
'012310円

)原子力事故など20世紀最後の10

年間の事件・事故を取り上,夫最先端科学のあり

0新 自由主義批剖と日常的抵抗

白石 本 書でザックスが追跡した戦後の開発

暇あ騨繁鱗盤畳以麒経
での浸透という文脈からも検討できますと新

自由主義の今日的帰結とは何か? そ れは、

国際政治的次元のみならず国内政治的次元ま

でも、つまり私たちの日常生活においても、

管理・取締まりが強化されている、という事

態です。

こうした趨勢において、私たちの日常的ふ

るまいをどう組み立て直せばよいのでしょう

力、ネグリ/ハ ート『く帝国)』に引かれた聖

フランチェスコの清貧なる生活とその喜び、

ザックスが称えるノロー 「森の生活」に示さ

れた簡素さや無垢さ、また、ルフェーブルの

展開した日常生活批判などを手がかりに、私

たちは管理と排除に対する日常的抵抗を模索

する必要があります。

0交 易システムと欲望
+屋 交易システムは、常に人間の生存を可

能としてきました。ところが今日の支配的な

交易システムは、一部の人間の生存のために

他の人間の生存が脅かされる、という事態を

引き起こしています。

端的に言つて、このシステムの内では、情

報や差異 lal潤)へ の人間の欲望が、モノの

流通を生み出していると言えます。しかしだ

からと言つて、その欲望を否定したり、個人

の意識だけでこの欲望を制御できるのか、疑

問は残ります。今日の費配的な交易システム

の力強さが、一体何に出来しているのか、私

かたを問う軽
◆『尋走する世界■グローパリゼーションは何陸め 奏

務 のか』(アンソニー■写ラズ者 佐和隆光訳 ダイ

ヤモン雌
'01 1575円

)グロー内 Иけ る科学校

術帥 御範囲をかえって狭める。現代社会を

脅力寸抹省有のリスク、伝統、家族、民主主義の変

容について語る問題提起の魂
◆『危険社会』(ウブリた・ペック著 東廉・伊藤美登

里訳 】封伏学出版局
'985040円

)科学と産業
が否応なく生み出すリスクの分配が主要関心とな

る社会一危険社会について書かれた姶

たちはさらに見定める必要がありま抗

ところでグローバルとは本来、関係のシス

テムを指すのであり、ローカルの解体とは違

います。個々のローカルなシステムが相対的

に自律し、相互依存し合う状態を言うのです。

1 9 7 2年1 2月7日、
アポロ 17号 が月
から撮影した 「青
し減扱地。◎N A S A

0値 期 理

桑田 環境問題のような客観的な問題と、私

たち個人の心の問題を、日常生活において、

どんな風に結びうけて考えられるかが問われ

ていると思いますと私の場合それは、倫理的

に生きてゆく、ということです。倫理とは内

なる生き方です。すなわち
一人の個人が、日

常生活の中で取る一つ一つの行動や選択につ

いて、それが次にどのように連鎖してゆき、

そして帰結するのか、ということを論理的に

予想 ・判断しながら生活してゆく、という個

人のライフスタイルです。ただし、危険なの

は倫理が道徳化することです。なぜなら本来、

内にではなく、外に対して発せられる道徳は、

科学や論理的思考を排除してしまうからです。

0制 度のデル とゴ功W"判 財レ

川村 も ちろん個人の内面や責任に訴えるこ

とも大事です。しかし脱開発や環境をめぐる

問題を、私たちの社会の制度やシステムの問

題として考えてゆくことも、同様に重要で抗

また、科学者や研究者の果たす社会的役害Ⅲ

や活動範囲についても検討を要します。私自

身は、学会という狭いコミュニティを越えて、

行政や企業、市民団体との対話を日常的な議

論の場として活動してきました。というのも、

これまで、科学者や研究者が独占・生産して

きた知識を、社会の他の場所で活動している

人々の参加や対話を通じて形成してゆくこと

は、重要だからです。そのための対話 ・参力l

のデザインをい力Wこ作るかが今後の課題です。

座談会を終えて 部 といつた「専門
家」と、「素人」との関係についての ll村氏の問い

が、私にl-9で あっ亀 近年の科学論では、叫
帥 ・US:Pubitc Understanding
of Sctcncc)と いう問題系でも論じられている

俳山・金森 防 輸 』稲 払
' 0 0 )。
評 弓

家と素人の知識勾配を前提にして、どのような関
係が形成できるのか? ま た、専門家の知識とは

異なる素人独自の知識会の評価や、両者の関係が

問われている。(出口)

座談会の模様
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私 たちの実 践 とは  『    tヨ

0蔵 持不三也 (珊 田栄拷慣 /鷹 む人翻

おかしな物言ぶが流行つている。いや、流行らされている。曰く、グ

ローバリゼーション、文明の衝突、持続可能な開発…。世界を語る言葉

がつねに '先進国」の増上慢から作られるという事実を、まさに端的に

示す事例といえるだろうが、そこに他者性の視座を見出すことは難しし、

たとえ,ま明ら力寸こ持続可能な開発と対をなすグローバリゼーションの

発想は、貧困のメカニズムに逼塞を余儀なくされている 「途上国」の民

衆にとつて、いったいいかなる意味があるの力、また、9.11事件とは、

あくまでもイスラム世界の二部 「過激派」と、いつの間にか世界の警察

を自称し、たえず敵を創り出すようになった米国との対立でしかなし、

むろんそれは文明の衝突などではさらさらなく、ありていにいえば 「地

球文明と米国との衝突」にほかならなし、イラク戦争で世界に踏み絵を

踏ませた帝国主義ないし米国的正義の論理は、こうして今、民主主義や

ヒューマニズムといった、近代を構築してきた思想の文法を確実に変形

させつつある。とすれ,まわれわれは未来から立ち上げていかなければ

ならなし、人類史の纂奪を許すものは何力、という重い問い仏

0白 石嵩諭飲上智茉判L教 員/文 挙)

われわれは第二世界の 「開発」に依存しているだけではなし、注意す
べきは、われわれ自身が 「開発」の対象となつていることである。

たとえば自己 「開発」セミナー。人間はそこで 「能力」という 「ダイ

ヤモン出 を― る 「アフリカ」t輸 えられる 僚調蚊郎/山 の手緑

『無産大衆神髄』)。この例は極端だが、われわれは多少なりとも、自分

を 「資源」として差し出すように煽られているのではない力、

ザックスの説く「シンプルな暮ら功 とは、何よりもこうした 「開発」

のくびきからの離脱である。ノローの自己充足的な 「森の生活」がその

例としてあげられているが、彼が 『市民の反刺  (1849)の 著者である

ことを忘れてはならなし、 ノローは奴隷制や人頭税のみならず、資本に

回収される労働そのものを斥けていた したがつて「シンプルな暮らし」

自代 きわめて政治的な実践である。それは 「開発」としての労働の拒

否であるかぎりにおいて、ネグリ/ハ ートによる『〈帝国〉』の結語、「ア

ツシジの聖フランチェスコの伝説 が開示する 「共産主義者であること

の抑えがたい断 さと喜び」と響き合つているのである。

0桑 田講彰(雛談鍔婚/帥
現代社会は、「自由の専制」という矛盾した様相を皇している。本来「自

由」の定義は 「反専制」だからである。逆に 「平等」は、階層的不平等

の破媛により専制的不平等を強化するかぎりで、「Ml」 に向かいうる。

近代の民主主義思想が 「自由と平等」というニカ康理を設定したとき、

「自由」は、こうした 「平等」に歯止めを力Wする役割を担ったもその後、

両者はどうなつたあ 優勢な 「平等」は、階層的不平等と
一緒に社会的

多様性を破壊することによつて、専制を強化してきた 劣勢な 「自由」

は、「平等」による多様性の破慶をまのあたりにしながら、「不平等」を

好む自らの貴族主義的傾向の最終的発露として、専制的不平等を選んだ

ように思える。反専制としての 「自由」が、歯止めの役割を放棄すると

同時に奴隷たることを拒否し、専制的支配者になるという構図である。

そうである以上、私たちの実践は、「自由」の役割を復活させ、「自由」

を 「異なる他者に出会える権利」と再定義し、「平等」を 「対等」に置き

換えた上で、社会的多様性を二重の 「不対等」(多様な階層約不対等と均

質な専制的不対等)解 消のための地盤として明示する作業となる。既に

多くの人々がそれに着手している。

0出 日雅 敏 (モンペリエ第3対 絹 士認 ジ 対ヒ媒 弾 )

ある山村での調査の帰りのことだよ私のいるバス停の反対側で、老人

が何種類もの色分けされた巨大なゴミ箱のあいだを行つたり来たりしな

がら、ゴミを分別している光景を目にした。その村は数年前からエヨロ

井 ・ヴィレッジ芽□い、自然と調和したライフスタイルを掲げていた。

だが、老人よりも巨大なそのゴミ箱たちは私には異様に見えた。そし

て彼らを前にして右往左往する老人の姿に、ゴミ/Slllこ象徴される次代

の社会制度を構想し、適応せねばならない今日の私たちの知 ミダブっ亀

疑間が連鎖した。提案された制度に対する彼の信頼は何に由来するの

か?コ ミュニティの中で、自分がクズだと分別されることを危限してゴ

ミ/ulllこぃそしんでいるだけなのか?それとも、彼にとつてはもはや信

頼からでも危倶からでもない、日常的習慣の一つだということなのか?

新たに構想される制度や付の掟は不完全な信頼や側頂と共に始まるが、

やがて習慣を通じて身体化・下意識化されてゆく。だがもし習慣碧吟味

する姿勢を怠らないなら,ま 習慣は第二の知性に変わりうるはず亀 日

常的習慣を思考の休止ではなく、思考の実践として味方につけるため,亀

編集後記>当 会第11回例会1的 とし
て名高い Wザ ックスの 『地球文明卿 偏
題P′α″夕r DFaた。r′。s)を 取リコス ザックスと
親郷例和講 、川村久美子氏を湘 きして備
書会となる。まずはご夕忙の折(長時間に渡りお
付き合い頂いた氏に,とめヽら感謝申し上,力とい>
本書の議論の新鮮さは、近代文明の行方といった
大駄況と、地域・個人レ～レで生起する小状況と
を統一的かつ立体的に捉える手歯こある。例陰参
加割ことっては、自らの等身大の位置 1/1醐
と世界認識 伏状況)が 同時に試される場となっ
たレ当訳書の副題に 「私たちの動 という言葉
を使つ名 近代をめぐる大き右議論を一日拝り出
しに戻し、議論する主体の軸尾を読者‐人千人が
明確にした上で、そこから再悦 !つ議論の方向
を見定めていこうという気持が込めてある>「 当
事者性」が矢り出される真の議論の場が、今求め
られている。それはより深い他者への洞篠を誘う
ものだと当事者意識の欠けた議論の場は、単なる
物知りになるための読書術を増産し、果ては自己
にも他者にも決して触れることのない歪んだ遊戯
的・政治的空間を増殖させるだけだろう。そ約ま
やめよう [岡瞬黄明の飛蒋判 編繕割

エ ヨ ロ は1鋼臣 議 をつ 、Sギせ るか ?0取 引掴対仙 舞yp

文化的には=層の鎖国と排外主義を強めつつ、新自由主義の主導する「グローバリズム」の波にはまんまと乗り

遅れ、二重(二 重の意味で 鶴 、の位置に廿んずる我が日本の週剰よ 日を追うにつれて、さらなる不毛な退

行のす途をたどっているようにも見える。『く帝国〉』のなかで、ネグリ//・―卜,よ日朝帥 暁 律的な生産

モカ均 にしがみつく日本の資本の姿を笑い飛ばしているが、現在日本の社会で進行しているの↓よ 正社員―パ

T卜 の待遇格差に象徴されるような、身分社会へのをしくずしの逆行であり、不条理な解雇や労働強化のなかで

囲 陶 が日実としてもちだされる限り、下の人間は上の人間に人格を無視されたいかなる暴虐をも廿受せざ

るを得ないという「規律モデ′円 のさらなる強化ブ亀

単 にあるSヂ′半 卜の経営トップが、各支店を巡回しつつ、家畜を咆咤するように並み居る幹部社

員を怒鳴りつける。そしてそのさまを公共テレビが全国に耐 、ヨーロッパなら館 メージに決定的な破局を

もたらし力せ セヽ癖 が、この国f・lま、優れた経営モデルの実例を示す美談なのだ! な るほど人文書の売れ行

きが落ちるはずだ ! 奴 熱こ和ま不要だから。

グロ‐夕も可ヒした社会では、「生産的な主仙 鰊グリ/ハ 土卜)が生き残りの鍵を握る。生産的な主体を作

るの1よ 自由村押Jと議輪を辞 権 亀 渤 ミヽ本来、脚 と,治本に都合のよい 隆 設的批判J
ばかりでなく、資本主義そのものを浸食する反逆と叛乱を内包する。ザックスヤょ 資本主義がこのままの行路を

辿る限り、環境のカタストロフは避けらないという。ならば、エコロは企業に有利な環境ビジネスを提案するか

わりに、資本主義をつぶす方途を構想すべきrSはないのか?

孤日盟岡田】望河E思索が開花する社会ヘ


